
市長との

　まちの主役は市民一人一人。

立場や考えが違っても、多様な

人が集まり対話し合うことはとて

も大切なことです。対話によって

地域の声にしっかりと耳を傾

け、施策展開のヒントにしていき

たいと思います。

開催日 2/1（日）　参加人数 35人　会場 可愛振興センター

地域別対話集会 可愛地区振興会

「市政懇談会」テーマ

開催日 3/8（日）　参加人数 54人　会場 吉田生活改善センター

地域別対話集会 丹比地区振興会

「丹比地区の地域振興」テーマ

□秘書広報課　秘書広報係
　☎・お太助フォン 42-5627
問

地域別・団体別で、市長との対話集会の機会を設けています。
まちづくりに対する意見や提案をお聞かせください！

開催を希望する方は、1か月前までに秘書広報課
秘書広報係に申し込んでください。

詳細はこちら◀

募集
しています！

［ 地域 ］ 本市の地域振興組織
［ 団体 ］ 本市を拠点に活動するおおむね10人以上の団体

に開催した対話集会2月・3月

□総務課　職員係　☎・お太助フォン 42-5611問

市民の利便性の向上と行政のデジタル化を推進するための組織体制を整えます。市役所内のシステム管理
も担当するため、「財産管理課電算管理係」も同課内に移管します。

「DX推進課」を創設します

組織機構を見直します
デジタル化で業務を効率化

子育てに関する窓口を分かりやすくするため、「児童保育課」と「健康・こども未来課」で担っていた子どもに
関する業務を、「こども家庭センター」に集約します。「健康・こども未来課」で担っていた健康推進・感染症予
防などの業務は、新設する「健康推進課」が窓口になります。

「こども家庭センター」に業務を統合します

子育てに関する窓口を一つに

誰もが一人の人間として、互いを尊重し理解し、人権を守ろうとする社会の実現に向けて、人権啓発・多文
化共生を推進するため、社会環境課の「人権多文化共生推進係」を「人権多文化共生推進課」に。環境の保全
に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、「環境生活係」を「環境政策課」とします。

「人権多文化共生推進課」「環境政策課」
を創設します

窓口の明確化

子育てに関する業務

健康促進に関する業務

こども家庭センター

健康推進課

児童保育課

健康・こども未来課

人権啓発・多文化共生に
関する業務

人権多文化共生推進課

環境政策課

社会環境課

環境の保全に関する業務

こんにちは。市長の藤本悦志です。
市長に就任して以来、私は「市民の皆さんとしっ

かり向き合うこと」を大切にしてきました。それは、
まちづくりは行政だけで進めるものではなく、地域
で暮らす方々と共につくり上げていくものだと考え
ているからです。だからこそ、日々の暮らしの中で
感じておられることや地域の課題、まちの未来に
対する思いをできるだけ直接お聞きしたいと思っ
ています。
その思いを形にしたのが「対話集会」です。市民
の皆さんと顔を合わせ、まちのことをざっくばらん
に語り合う場となっています。2025年度は、2つの
テーマによるテーマ別対話集会をそれぞれ6会場
で開催したほか、地域振興会を単位とした地域別

対話集会、さらに各種団体を対象とした団体別対
話集会を行いました。延べ473人の方にご参加い
ただき、たくさんの思いを寄せていただきました。
対話集会では「こんなところを良くしたい」「ここ

が困っている」といった率直な声を、皆さんの表情
や熱意とともに受け取りました。このまちを大切に
思う気持ちがひしひしと伝わってきて、私自身、何
度も胸が熱くなりました。頂いた声の中には、実際
に政策判断につながったものもあります。
新年度も対話集会を続けていきます。私自身が
地域に足を運び、直接お話を伺いながら、皆さんの
声をしっかり受け止めていきたいと思います。どう
ぞ気軽にご参加いただき、地域のことやまちづくり
への思いをお聞かせください。市民の皆さんとの対
話を重ねながら、安芸高田市の未来を共に築いて
いきたいと考えています。

市民との対話で進めるまちづくり
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